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運転者も歩行者も交通安全を意識した行動を！ U ターン転職した方の奨学金等の返還を
支援します

対　　象　 大学等卒業後、県外で通算１年以上の就業期間を有し、
県内にUターン転職した 30歳未満の方

支援内容　最大 120万円（年間 20万円まで、最長６年間）

県内での就職活動にかかる交通費等を
補助します

対　　象　 県内で就職活動やインターンシップ等を行う、県外に
在住する学生の方

補助内容　 住所地と県内の移動にかかる交通費 · 宿泊費の補助
補 助 額　 対象経費の１／２に相当する金額 上限１万円（年度内

３回まで、最大３万円）

夏は夏休みなどの解放感や、暑さによる疲労を原因とした交通事故が
増えるおそれがあります。次の３つに特に気をつけましょう。

問交通安全対策室　☎025（280）5136 問しごと定住促進課 ☎025（280）5635

新潟県　夏の交通事故詳しい内容は…

詳しくは▼ 詳しくは▼

詳しくは▼

新潟県交通安全
マスコット
ルルちゃん

１ 横断歩行者等の交通事故防止
２ 疲労運転の防止
３ 飲酒運転の根絶

５人１チームで100日間の無事故・無違反と、横断歩行者
を守る運転の達成を目指します。達成チームには抽選で豪
華特別賞も。

安全運転・チャレンジ100 参加者大募集中

申込は８月31日まで。ぜひご参加ください！

「ゆげ」は東京で日本料理人をしていた弓削朋子さんが帰郷して開い
た会席料理店。十日町の豊かな里山の幸や、受け継がれてきた食文化を
生かした料理を提供しています。今回、女性Chef賞の知らせを聞いて、
まず思い浮かんだのはいつも協力してくれる地元の皆さんの顔だったそ
うです。「この店は生産者さん、山菜やきのこを採りに行ってくれる方、
野草茶を一緒に作ってくれる方など、一番大変な作業に協力してくれる
皆さんのおかげで成り立っています。その地元の力が評価されたと感じ
て、とてもうれしかったです」。
　約20年十日町を離れ、戻ったときに初めて地元の魅力のすごさに気
付いたと話す弓削さん。料理は驚きと感動を与えられるよう、十日町の
風景や季節を感じさせる演出や工夫も盛り込みます。ソフトドリンクや
お茶も、山の花や葉から作る自家製。「そこでしか体験できない価値を
求めて旅に出かける都会や海外の人が増えていくなかで、「ゆげ」の食
が十日町を知ってもらうきっかけになれればと思っています」。

クロモジ、イチジク、トビシマカンゾウなど、佐渡に自生す
る山野草を乾燥させ、ブレンドして作る野草茶の「さどのめぐみっ
茶」。家でのお茶時間を大切にする人、体に良いものを口にし
たい、という人たちの支持を得て、全国にファンの輪が広がっ
ています。
　製造販売を手掛けるBrillianの片岡悦子さんは、長崎県出身
で2012年に佐渡へ移住。佐渡には山野草が1,700種類以上あり、
しかも北限と南限の植物が一緒に存在していることなどを教わっ
て野草に夢中に。そして佐渡のアピールに野草を活かせないかと考え、

お茶づくりを始めたそうです。
　山で摘んできた野草は、すぐに発酵が始まってしまうので、どんなに大量
でもその日のうちに乾燥機へ。乾かした後はしっかりふるいにかけ、味も見
た目も透き通ったお茶に仕上げます。「野草茶はいわば和のハーブティー。特
に佐渡産は離島という魅力も加わって、唯一無二のものだと思っているので、
大切に作ってお客様のもとへお届けしていきたいです」。

店主 弓削 朋子さん

飲食店部門
女性Chef賞

十日町 会席 ゆげ
十日町市駅通り128　TEL 025-755-5263
https://www.tokamachi-yuge.com/
営▶18：00～ 22：00（前日までの要予約）
休▶日・月曜日

代表 片岡 悦子さん

特産品部門
特別優秀賞

さどのめぐみっ茶
佐渡市栗野江1828-2　TEL 0259-66-2424
https://megumittya.com/
営▶平日13：00～17：00、土日祝日10：00～17：00
休▶不定休

新潟市西蒲区角田浜の砂丘地にあるワイナリーのカーブドッチ。旅館・
ホテル部門特別賞を受賞したトラヴィーニュは、その敷地内に佇む10
室のホテルです。1992年にぶどうの木を植え始めたときから、いずれ
はここに滞在して過ごしていただく場所を作りたいという夢を描き、そ
れを2019年に実現。客室の窓からは角田山とぶどう畑を一望でき、ワ
イナリーに滞在する特別感を味わえる場所です。
ディナーは、天気が良ければぶどう畑で、雨の日や寒い時期は地下の

ワインセラーで供される食前酒から始まります。「宿泊のお客様にとっ
てディナーはメインイベントですから、スタートはドラマチックに。ワ
インが最大の売りなので、ワインに合わせてシェフが料理を考えるとい
うのが他のレストランとは違うところですね」と今井卓社長。ディナー
と共に人気なのが見学ツアーで、季節で異なる自然の風景やワイナリー
の仕事に触れる体験はここだけのもの。「県外の方から新潟に遊びにい
く先として選ばれていくといいなと思っています」。

代表取締役社長 今井 卓さん

旅館・ホテル部門
特別優秀賞

CAVE D’OCCI　ワイナリーステイ トラヴィーニュ
新潟市西蒲区角田浜1661　TEL 0256-77-5460
https://www.docci.com/
チェックイン 15：00～18：00
チェックアウト 11：00

ワインと食と風景を楽しむ滞在型ワイナリー

十日町の人、自然、文化の魅力を食から発信

新潟ガストロノミーアワードを知っていますか？
新潟には、豊かな自然・文化・歴史によって育まれた、新潟ならではの食文化があります。
地域の風土、文化や歴史を料理に表現する「ローカル・ガストロノミー」。この理念を具現し、地域社会との関わりに積極的な県内の
飲食店や宿泊施設、お酒やお土産品等を表彰する「新潟ガストロノミーアワード」が開催されました。

ガストロノミーアワード

丸美屋食品ミュージカル
「アニー」
８/27（日）
①11：30開演（10：45開場）
②16：00開演（15：15開場）
料金：S席8,500円、
A席6,800円
※４歳未満入場不可
問県民会館（新潟市中央区） 
☎025-228-4481

2023

お出かけイベント情報 イベントなどは急きょ中止や変更となる場合
があります。詳細は各施設にご確認ください。 第１回歴史講演会

９/９（土）13：30～15：30
講師：吉田律人（横浜都市発展記念館）
定員：180人（申込先着順）　申込開始８/９（水）～
問県立文書館（新潟市中央区） ☎025-284-6011

まいぶんまつり
10/９（月・祝）
勾玉づくり、クイズでガチャなど
「花と遺跡の秋まつり」同時開催
問県埋蔵文化財センター（新潟市秋葉区） 
☎0250-25-3981

企画展 歴史の道八十里越
「大白川新田庄屋浅井家と八十里越」
７/15（土）～９/18（月・祝）
パネル展示解説とギャラリートーク（7/15、9/16）
問県立浅草山麓エコ・ミュージアム（魚沼市） 
☎025-793-7480（魚沼市生涯学習課）

ヨシタケシンスケ展かも
しれない
７/29（土）～９/24（日）
㊡８/７（月）・28（月）・９/11（月）
料金：一般 1,400円　
高校･大学生 1,100円
※ 障害者手帳をお持ちの方は観覧
料免除
問県立万代島美術館（新潟市中央区） 
☎025-290-6655

「ヨシタケシンスケ展かもしれ
ない」のイメージ
©Shinsuke Yoshitake

食虫植物展・恐竜と花展
７/13（木）～９/10（日）
㊡月（臨時開館日有り）
料金：一般1,000円、65歳以上900円、
高校生・学生500円、小・中学生300円（土日祝日は小・中学生無料） 
※マイナンバーカード提示で割引有
問県立植物園（新潟市秋葉区） ☎0250-24-6465

プラネタリウム夏の番組
「水の惑星 -星の旅シリーズ-」
９/18（月・祝）まで
㊡火　※７/19～８/28は休まず開館
料金：一般210円　小・中学生100円
※別途、入館料（一般580円　小・中学生100円） ※マイナンバーカード提示で割引有
問県立自然科学館（新潟市中央区） ☎025-283-3331

©KAGAYA studio
華麗なるパリ　ベル・エポック展
-フランス・モダン・ポスター
京都工芸繊維大学美術工芸資料館コレクション
８/27（日）まで
㊡月、7/18（火）
※7/17、8/14は開館
料金：一般1,300円　高校・大学生1,100円
※障害者手帳をお持ちの方は観覧料免除
問県立近代美術館（長岡市） 
☎0258-28-4111

アンリ・ド・トゥールーズ
=ロートレック《ディヴァ
ン・ジャポネ》1892年

上杉景勝没後400年
上杉景勝 その生涯 展
７/15（土）～８/27（日）
㊡月（月曜が祝日の場合は翌平日、
８/14 は開館）
料金：一般1,040円、高校・大学生600円
問県立歴史博物館（長岡市） 
☎0258-47-6130 鉄黒漆塗紺糸威異製最

上胴具足（伝上杉景勝
所用）／当館蔵

猫の飼い方セミナー初級
７/22（土）、８/26 （土） 
13:30～15:00
定員：20人（HPから申込先着順）
問県動物愛護センター（長岡市） 
☎0258-21-5501

電子書籍体験会
７/11（火）、15（土）ほか
７月にサービスを開始する電子書籍を体験して
みませんか。
問県立図書館（新潟市中央区） ☎025-284-6001

県立図書館
電子書籍ロゴ

美食を引き立てる工芸品 新潟県には国指定の伝統的工芸品が13産地16品目あり、
その数は全国3番目となっています。

　食のシーンを演出するため、村上木彫堆朱、燕鎚起銅器、
新潟漆器など、新潟の工芸品の利活用が進んでいます。

新潟漆器は江戸時代初期から続くもので、特徴は「変わり塗り」の種
類がたくさんあることです。代表的な塗りのひとつ「竹塗」は、本物の
竹そっくりに節や表面の質感を表現したものです。最近は飲食店の料理
人の方々から「料理が映える塗りの器が欲しい」とご注文いただくこと
が増えました。新潟漆器はもともと生活の中で使われてきた道具であり、
塗りが剥げてきたら直しをしながら長く使っていけます。時代に合った
新しい技法も生み出しながら、伝統を守り繋いでいきたいと思っています。

新潟漆器製造株式会社
代表取締役 佐藤 圭太さん

牛を育てるとき、欠かせないのが稲わらです。
牛が反すうをスムーズに行うにはよく噛むことが
必要なので、噛み応えがある稲わらを牧草や穀物
と共に食べさせます。穀物だけでは消化不良を起
こすため、その点でも稲わらが大切です。うちは
田んぼも作っているので、自家製のわらを使って
います。旧荒川町は秋になると山から海に向かっ
てだしの風が吹くの
で、それを利用して
ほどよく乾燥させる
ことができます。新
潟は牛肉を食べる習
慣が他の地域より少
ないですが、誕生日
や記念日などにぜひ
牛肉を食べていただ
きたいですね。

にいがた和牛肥育名人
時田 卓さん

新潟ののどぐろ漁は春から始まり、７～９月が
最盛期です。夏は産卵時期を迎え、大型のものが
獲れます。はえ縄漁という漁法で釣り上げたのど
ぐろを、漁師は絶対に素手では触りません。手の
熱が魚に伝わらないように手袋をして扱い、袋に
入れてから氷水に入れ、波や風にも当たらないよ
うにして港まで運んでいきます。市場に出す時も、
輸送用の箱に氷を敷
き詰め、その上にシー
トを敷いて、直接氷に
触れないように並べま
す。こうしたやり方は、
高級魚であるのどぐろ
を、より鮮度よく出荷
するために、漁師仲間
で知恵を出し合って生
み出した方法です。

新潟漁業協同組合 岩船港支所
支部長 脇坂 三重城さん

新潟の枝豆がおいしい理由は新潟の気候の特徴
や味を第一にした作り方にあります。枝豆が成長
する５月～10月の新潟は、日照時間が長く、日光
をたっぷり浴びて育ちます。そして、糖分やアミノ
酸がピークになる、実入り８分程度（一部の茶豆
品種の場合）の大きさで収穫。収量よりもおいしさ
を優先しています。生産者の皆さんは早朝などの
涼しい時間に収穫し、
鮮度を保ったまま出荷
する努力もしています。
また、品種が早生から
晩生まで多彩で、５月
から10月上旬まで途
切れることなく、おい
しい枝豆を出荷できる
のも新潟の枝豆ならで
はの魅力です。

ＪＡ全農にいがた 園芸部 野菜果実課
高山 大輝さん

竹塗の箸と朧銀塗のランチョンマット

全国の共励会でも名誉賞を受賞したことがある新潟
で育った高品質な和牛。雪や米など新潟らしさを連
想する特徴ある商品により他産地との差別化を目指
しています。

白身の大トロとして知られ、年間を通して脂が乗っ
た魚です。新潟では、７～８月は型が大きなものが
流通し、９月は漁獲が多い「夏の魚」です。

甘味・うまみにこだわった新潟産えだまめ。くろさ
き茶豆、越一寸など、おいしいブランドや品種が切
磋琢磨しています。

にいがた和牛 のどぐろ えだまめ

新潟が誇るブランド食材
産地「新潟」のブランドイメージを高めるため、その牽引役で
ある「県推進ブランド品目」を中心に、地域の特徴を活かした
生産方法や鮮度を保つための流通の工夫など、様々な取組
を行っています。

料理が映える食器として工芸品を活用

南蛮エビ
越後姫

ル レクチエ
新潟米

新潟県の
伝統工芸品


